
提
言
ニ
ッ
ポ
ン
を
元
気
に
産
学
官
の
識
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

社
会
要
請
へ
の
対
応
大
事
大
学
院
教
育
、
変
革
を
目
指
す

□
■

地
域
の
強
み
を
引
き
出
す
売
り
込
む
手
伝
い
も
世
界
に
誇
る
技
術関西からの提言次代を切り拓く「企業力」

□
■
東
島
清
氏
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長
（
教
育
担
当
）

　
―
２
０
１
１
年
に
、
学
内
で
横

断
的
な
教
育
の
動
き
が
で
き
る
狙

い
で
設
置
し
た
「
未
来
戦
略
機

構
」
の
活
動
が
本
格
化
し
て
き
ま

し
た
。

　
「
よ
う
や
く
形
が
整
っ
て
き

た
。
未
来
戦
略
機
構
は
大
阪
大
学

の

大
学
改
革
の
象
徴

で
も
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
文
理
を
ま
た
が

っ
た
取
り
組
み
は
少
な
か
っ
た

し
、
そ
れ
を
担
当
で
き
る
事
務
部

門
も
い
な
か
っ
た
。
学
部
は
い
っ

た
ん
で
き
る
と
統
廃
合
な
ど
は
難

し
い
。
未
来
戦
略
機
構
は

未
来

形
の
学
部

と
し
て
、
部
局
間
を

ま
た
が
っ
た
本
格
的
な
組
織
だ
。

博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
も
学
生
が

独
り
立
ち
で
き
る
」

　
―
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
部
門
も
発
足

時
の
２
部
門
か
ら
８
部
門
に
増
え

て
い
ま
す
。

　
「
１
部
門
で
大
学
院
生
が

人

い
る
か
ら
、
参
画
し
て
い
る
学
生

数
も
１
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

教
育
５
部
門
、
研
究
３
部
門
で
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が

多
い
。
そ
れ
は
専
門
分
野
を
身
に

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
で
活

躍
で
き
る
内
容
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

盛
り
込
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
例
え

ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
養
成

な
ど
が
そ
う
で
、
こ
れ
は
す
べ
て

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共
通
す
る
取
り

組
み
だ
」

　
―
人
材
育
成
で

も
効
果
が
高
ま
り

ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
を
育
て
る
た

め
に
は
語
学
力
も

重
要
。
専
門
の
英

語
力
の
他
に
一
般

的
な
英
語
力
も
欠

か
せ
な
い
。
阪
大

の
大
学
院
教
育
を

変
え
る
役
割
も
担

っ
て
い
る
。

年

１
月
に
は
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

大
阪
市
北
区

で
、
同
様
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択

さ
れ
て
い
る
全
国
の
大
学
の
学
生

を
募
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
計
画
だ
」

　
―
阪
大
が
産
学
官
連
携
な
ど
を

通
じ
て
関
西
経
済
に
与
え
る
影
響

も
大
き
い
で
す
。

　
「
従
来
の
大
学
で
は
、
社
会
に

対
し
て
貢
献

さ
せ
る
意
識

を
持
た
ず
に

教
育
し
て
い

た
と
思
う
。

大
学
院
教
育

も
社
会
か
ら
の
要
請
に
マ
ッ
チ
し

な
い
か
ら
、
こ
う
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
生
ま
れ
た
。
加
え
て
、
教
育

部
門
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
学
生
の
選
考
過
程
に
企

業
関
係
者
も
参
加
し
て
い
る
こ
と

の
意
義
も
大
き
い
。
毎
月
の
会
合

に
も
出
て
も
ら
い
、
課
題
設
定
に

も
参
画
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
社

会
を
意
識
し
た
も
の
が
育
ま
れ

る
。
企
業
視
点
の
意
見
は
大
学
側

か
ら
す
る
と
斬
新
な
も
の
も
多

い
。

年
は
阪
大
発
祥
の
適
塾
創

設
１
７
５
周
年
の
節
目
。
阪
大
は

関
西
の
財
界
の
支
援
で
生
ま
れ
た

大
学
で
も
あ
る
。
日
本
の
大
学
院

教
育
を
変
え
る
起
爆
剤
に
し
て
い

き
た
い
」

小
林
利
典
氏
近
畿
経
済
産
業
局
長

　
―
関
西
の
景
況
感
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
ま
す
か
。

　
「
関
西
経
済
全
体
は
明
ら
か
に

良
く
な
っ
て
い
る
。
中
小
企
業
や

地
域
の
企
業
に
は
ま
だ
良
い
影
響

が
出
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い

が
、
徐
々
に
良
い
方
向
に
波
及
し

て
い
く
。
た
だ
圏
内
の
設
備
投
資

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
状
況
だ
。
一

方
、
短
期
的
に
は
２
０
１
３
年
度

補
正
予
算
の
省
エ
ネ
対
策
な
ど
の

設
備
投
資
促
進
補
助
金
に
よ
る
効

果
が
出
始
め
て
い
る
」

　
―
関
西
の
強
み
は
。

　
「
高
い
技
術
力
を
持
つ
中
堅
・

中
小
企
業
が
集
積
す
る
こ
と
。
地

域
に
根
ざ
し
つ
つ
世
界
展
開
す
る

企
業
群
の
層
の
厚
さ
が
強
み
だ
。

た
だ
、
中
小
企
業
は
大
企
業
と
の

関
係
が
希
薄
化
す
る
な
か
技
術
は

あ
っ
て
も
売
り
方
が
分
か
ら
ず
、

技
術
が
埋
没
す
る
懸
念
が
あ
る
」

　
―
近
畿
経
産
局
の
役
割
は
。

　
「
技
術
力
あ
る
中
小
企
業
が
各

地
域
に
展
開
す
る
中
小
企
業
支
援

機
関
、
積
極
的
事
業
展
開
を
行
う

大
企
業
・
中
堅
企
業
な
ど
の
幅
広

い
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
用
し
各
地
域

や
各
産
業
を
ま
と
め
る
ハ
ブ
の
役

割
を
担
う
。
地
域
の
特
色
を
う
ま

く
引
き
出
す
こ
と
も
重
要
だ
。
全

国
の
８
地
方
経
産
局
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
生
か
し
た
広
域
エ
リ
ア
展
開

も
で
き
、
そ
の
結
節
役
を
果
た
し

た
い
」

　
―
ラ
イ
フ
や
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
重
点
分
野
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
「
関
西
は
大
学
や
研
究
機
関
、

製
薬
・
医
療
機
器
会
社
な
ど
メ
デ

ィ
カ
ル
産
業
が
集
積
す
る
の
が
強

み
。
こ
れ
ら
の
事
業
化
を
軌
道
に

乗
せ
る
た
め
大
学
や
医
療
機
関
な

ど
現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
マ
ッ
チ

ン
グ
や
情
報
提
供
、
開
発
補
助
金

な
ど
こ
ま
や
か
に
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
に
取
り
組

む
」

　
「
グ
リ
ー
ン
分

野
で
は
グ
リ
ー
ン

素
材
を
活
用
し
た

電
池
関
連
の
新
産

業
創
出
や
当
局
の

独
自
運
営
事
業
の

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｅ
―

Ｋ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｉ

に
よ
る
廃
棄
物
処

理
や
水
処
理
、
大

気
汚
染
除
去
な
ど

地
域
の
技
術
の
強

み
を
前
面
に
出
し
環
境
ビ
ジ
ネ
ス

の
海
外
展
開
を
支
援
し
て
い
く
」

　
―
中
小
企
業
は
、
単
独
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
「
例
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
は
当
局

と
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
協
力
文
書
を

結
び
、
中
小
企
業
の
工
業
団
地
進

出
、
現
地
法
人
設
立
や
業
務
の
ス

ム
ー
ズ
な
手
続
き
な
ど
の
後
ろ
盾

と
な
り
、
側
面
支
援
し
て
い
る
。

従
来
は
単
に
グ
ル
ー
プ
化
す
れ
ば

応
援
し
て
き
た
が
、
今
後
は
強
み

が
あ
る
中
小
企
業
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
一
層

強
く
し
て
い

く
。
中
小
企

業
は
自
ら
の

技
術
に
対
し

自
信
を
取
り

戻
す
こ
と
が

大
事
だ
。
世
界
に
誇
る
技
術
を
売

り
込
む
お
手
伝
い
を
し
た
い
」

　　 ２０１３年 平成２５年 ９月３０日 月曜日 【広告特集】 （ ）


